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平 成 2 9 年 度

鳥取県公立学校教員採用候補者選考試験実施要項
鳥取県教育委員会

鳥取県公立学校教員として求める教師像
 ○児童生徒に対する深い理解と教育的愛情のある教師
 ○教科等に関する専門的な知識・技能と実践的な指導力を持つ教師
 ○課題解決に向けた柔軟な発想と対応能力を持つ教師
 ○組織の構成員としての自覚と協調性のある教師
 ○社会人としての豊かな教養、優れた人権意識を持つ教師

１　目　　的
平成29年度鳥取県公立学校教員採用の選考資料とするために実施する。

２　試験区分及び採用予定数等
試　験　区　分 採用予定数 教　科（科　目　等）

小 学 校 教 諭 ８５人程度
中 学 校 教 諭 ４４人程度 国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、英語

高 等 学 校 教 諭 ８人程度 国語、数学、理科（地学）、芸術（書道）、英語、工業（建築）、 
商業、水産（海洋）

特 別 支 援 学 校 教 諭 ２０人程度
養 護 教 諭 １３人程度

　　※採用予定数には、特別選考による採用予定数を含む。

３　併願可能な試験区分等
試　験　区　分 併願可能な試験区分 要　　　　件

中　学　校　教　諭 小　学　校　教　諭 小学校教諭普通免許状を有すること
　   ※特別選考における併願の取扱いについては、「５　特別選考」を参照。

４　一般選考
⑴　受験資格

 次の①～③のすべてに該当する者。
①　学校教育法第９条及び地方公務員法第16条の欠格条項に該当しない者
②‌�　志願する試験区分、教科の普通免許状（平成29年４月１日現在で有効な免許状をいう。）を有する

者又は平成29年３月31日までに取得見込の者
③　昭和42年４月２日以降に出生した者

⑵　出願書類等
「7　出願手続　⑵ 出願書類等　ア～オ」
 注）連絡用封筒 b は、第一次選考試験第一日目に持参し、各試験会場で提出すること。
　　※‌�昨年度実施した「平成28年度鳥取県公立学校教員採用候補者選考試験」の結果がＢ登載者又は一次免

除資格者となった者で、今年度同じ試験区分、教科（科目等）に出願する場合は、出願時に提出すること。

５　特別選考
 Ⅰ 身体に障がいのある者を対象とした選考
⑴　受験資格

　「４　一般選考　⑴ 受験資格」に加え、身体障害者手帳の交付を受け、その程度が１級から６級
までの者で、介助者なしで教員としての職務の遂行が可能な者

⑵　対象試験区分
　すべての試験区分

⑶　採用予定数
　各試験区分の採用予定数に含む。（小学校教諭又は中学校教諭として合計３人程度、特別支援学校
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教諭として２人程度を採用予定。）
⑷　試験内容の一部免除等

  障がいの程度により技能・実技試験内容に受験ができない項目があると思われる場合は、障が
いの程度に応じて技能・実技試験の一部若しくは全部免除又は振替を行う。
　※‌�【特別選考用】志願書の「身体に障がいがある等に係る必要な配慮事項」欄にその旨を具体

的に記入すること。
　※免除の決定等詳細については、後日送付する受験票を参照すること。

⑸　併願の取扱い
　併願する場合は、併願する試験区分、教科（科目等）の技能・実技試験を受験しなければなら
ないが、障がいの程度に応じて技能・実技試験の一部若しくは全部免除又は振替を行う。
　※‌�【特別選考用】志願書の「身体に障がいがある等に係る必要な配慮事項」の欄にその旨を具

体的に記入すること。
⑹　出願書類等
 ① 「７　出願手続　⑵ 出願書類等　ア～エ」
 　  注） 連絡用封筒 ｂ は、第一次選考試験第一日目に持参し、各試験会場で提出すること。
 ②  身体障害者手帳の写し

 　Ⅱ　スポーツ・芸術の分野に秀でた者を対象とした選考                                       
⑴　受験資格

　「４　一般選考　⑴ 受験資格」に加え、平成18年４月１日以降（高等学校卒業後に限る）にスポーツの分野で
国際的な大会（オリンピック、パラリンピック、ユニバーシアード大会、世界選手権大会、アジア大会、及びこれら
と同等の国際的な規模の大会）に日本代表として出場した者若しくは全国的な大会（国民体育大会、全日本選手
権大会、全日本実業団選手権大会、全日本学生選手権大会、及びこれらと同等の全国的な規模の大会）でベス
ト４以上に入賞した者又は芸術の分野で国際的又は全国的なコンクール、展覧会等で優秀な成績を収めた者

⑵　対象試験区分
　中学校教諭、高等学校教諭
　※スポーツ・芸術の分野と志願する教科（科目等）との関連は問わない。

⑶　採用予定数
　対象試験区分の採用予定数に含む。

⑷　試験内容の一部免除
　本特別選考の⑴ 受験資格を満たす者の内、スポーツ・芸術の分野に直接関連する教科（科目
等）〔保健体育・音楽・美術・芸術（書道）〕の志願者のみ第一次選考試験のすべてを免除する。
　※免除の該当の有無については、後日送付する受験票を参照すること。

⑸　併願の取扱い
　併願することはできない。

⑹　出願書類等
①　「７　出願手続　⑵ 出願書類等　ア～エ」
　　注） 連絡用封筒 ｂ の提出は、次のとおりとする。

・スポーツ・芸術の分野に直接関連する教科（科目等）の志願者は、出願時に提出すること。
・‌�スポーツ・芸術の分野に直接関連しない教科（科目等）の志願者は、第一次選考試験第一日
目に持参し、 各試験会場で提出すること。

②　実績の内容が客観的に分かる書類（表彰状、新聞記事、雑誌記事、認定証等）の写し
　　　※最も優秀な成績等について1つを提出すること。
　　　・Ａ４判で提出すること。
　　　・団体競技の場合は、個人を特定できる書類の写しも提出すること。

 　Ⅲ　現職教諭を対象とした選考                                                               

⑴　受験資格
　「４　一般選考  ⑴ 受験資格」に加え、他の都道府県の公立又は国立大学法人が設置する学校
に教諭として正式に採用され、志願する試験区分の校種に、少なくとも平成26年４月１日から平
成29年３月31日までの間勤務する者
　※「教諭として正式に採用」とは、期限を付さないで採用されたことをいう。　

⑵　対象試験区分
　すべての試験区分

⑶　採用予定数
　各試験区分の採用予定数に含む。  

⑷　試験内容の一部免除
　小学校教諭、中学校教諭、特別支援学校教諭、養護教諭志願者は、第一次選考試験における筆
記試験、技能・実技試験及び集団討議を免除する。（面接試験のみ実施する。）
　高等学校教諭志願者は、第一次選考試験における一般教養・教職教養試験、集団討議及び面接
試験を免除する。（志願する教科（科目等）に関する専門試験のみ実施する。）
※免除の決定等詳細については、後日送付する受験票を参照すること。
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⑸　併願の取扱い
　併願することはできない。　

⑹　出願書類等

① 「７　出願手続　⑵ 出願書類等　ア～エ」
    注）連絡用封筒 ｂ は、第一次選考試験時に持参し、各試験会場で提出すること。
②　小論文
　　・題名は、「私の教育実践」（Ａ４判横、縦書きの原稿用紙を使用し、字数は800字以内とする。）
　　・ワープロ書き可。
　　・①の出願書類等に合わせて、提出すること。

　※‌�教員として正式に採用となる場合は、任命権者による履歴の証明の提出が必要。（提出時期につ
いては、第二次選考試験結果通知時に連絡予定。）

　※志願書に記載の職歴が証明されない場合は、名簿登載を取り消す。

　Ⅳ　普通免許状を有しない社会人実務経験者を対象とした選考                                
⑴　受験資格

　「４　一般選考　⑴ 受験資格」の①、③に加え、志願する試験区分、教科の普通免許状を有し
ていないが、学士､修士又は博士の学位を授与された者で、志願する教科（科目等）について高
度な専門的知識・技能を有し、民間企業、官公庁（教育関係機関を除く）等に正職員として平成
29年３月31日現在において５年以上の実務経験を有する者
　※‌�教員として正式に採用となる場合は、所要の手続き後、鳥取県教育委員会が、特別免許状　　

を授与した後、採用を行う。
⑵　対象試験区分、教科（科目等）

　高等学校教諭〔工業（建築）、商業、水産（海洋）〕
⑶　採用予定数

　対象試験区分の採用予定数に含む。
⑷　出願書類等
「７　出願手続　⑵ 出願書類等　ア、ウ、エ」
 注） 連絡用封筒 ｂ は、第一次選考試験第一日目に持参し、各試験会場で提出すること。

　※‌�教員として正式に採用となる場合は、職歴を証明する書類〔発令された履歴事項がすべて記載さ　  
れたもので、雇用主又は任命権者の証明を付したもの〕の提出が必要。（提出時期については、第
二次選考試験結果通知時に連絡予定。）

　※志願書に記載の職歴が証明されない場合は、名簿登載を取り消す。

６　選考方法
　⑴‌�　第一次選考試験においては、筆記試験、技能・実技試験、集団討議、面接試験、その他提出された書類

等により総合的に判定する。
　　　※‌�昨年度実施した「平成28年度鳥取県公立学校教員採用候補者選考試験」の結果がＢ登載者又は一次免除資格

者であった者が、今年度同じ試験区分、教科（科目等）を受験する場合に限り、第一次選考試験を免除する。
　⑵‌�　第一次選考試験の選考基準については、「10　平成29年度鳥取県公立学校教員採用候補者選考試験

（第一次選考試験）選考基準」を参照。
　⑶　一般選考において、次の方法で加点する。なお、加点は①、②のいずれか一方のみとする。
　　①英語に関する資格の所有者として志願する者
　　　‌�　小学校教諭及び特別支援学校教諭志願者で、次の基準を満たすいずれかの資格の所有者に対して、第

一次選考試験の専門試験の得点に加点する。

対象試験区分 基　　準 加点実用英語技能検定 TOEFL TOEIC
小 学 校 教 諭
特別支援学校教諭 ２級以上  iBT 42点以上又は

 PBT440点以上 550点以上 １０点

　　②複数免許状所有者として志願する者
　　　‌�　小学校教諭及び中学校教諭志願者で、次の要件を満たす者（取得見込みの者は除く）に対して、第一

次選考試験の専門試験の得点に加点する。
対象試験区分 要　　件 加点

小 学 校 教 諭 中学校教諭普通免許状所有者（免許状の種類（専修免許状、一種免許状、
二種免許状）及び教科は問わない。特別免許状及び臨時免許状は除く。） １０点

中 学 校 教 諭 小学校教諭普通免許状所有者（免許状の種類（専修免許状、一種免許状、
二種免許状）は問わない。特別免許状及び臨時免許状は除く。） １０点

　⑷　第一次選考試験の結果、合格通知を受けた者が第二次選考試験の受験資格を得る。
　⑸　第二次選考試験においては、面接試験等及びその他提出された書類等により総合的に判定する。
　⑹　第二次選考試験の選考基準については、９月上旬に鳥取県教育委員会ホームページに掲載予定。
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７　出願手続
　⑴　出願期間　平成28年５月12日（木）から平成28年６月２日（木）まで（郵送の場合、６月２日の消印有効）
　⑵　出願書類等
　【出願時提出】
 ア　平成29年度鳥取県公立学校教員採用志願書

・自筆のこと。
・【一般選考用】又は【特別選考用】のいずれかの志願書を使用すること。
・‌�鳥取県教育委員会ホームページ（http://www.pref.tottori.lg.jp/dd.aspx?menuid=64015）からダウン　 

ロードして使用する場合は、必ずＡ４判両面印刷とすること。
 イ　免許状授与証明書又は取得見込証明書

・志願する試験区分、教科に係るもののみを提出すること。
・免許状の写しでも可（免許状が両面にわたる場合には両面の写し）。
・取得見込証明書は、原本を提出すること。
・併願する場合、当該試験区分、教科についても同様とする。　　　

 ウ　連絡用封筒 ａ（受験票送付用）
・長形３号（12cm×23.5cm）を使用すること。
・‌�郵便番号、送付先住所､宛名（「～様」と記すこと。）を明記し、82円切手を貼るとともに､

両面テープ等で封ができるようにすること。
 エ　学校図書館司書教諭講習の修了証書の写し

・講習を修了した者のみ。
オ　「６ 選考方法⑶による加点対象者の提出書類」
　①英語に関する資格の所有者として志願する者
　　・英語の資格を証明できる書類の写し（A４判に拡大又は縮小）。
　②複数免許状所有者として志願する者
　　・要件を満たすことを示す免許状授与証明書
　　・免許状の写しでも可（免許状が両面にわたる場合には両面の写し）。
　※①、②のいずれか一方を提出すること。

  　  【第一次選考試験第一日目持参】
 ■　連絡用封筒 ｂ（第一次選考試験結果等通知用）

 ・角形２号（24cm×33.2cm）を使用すること。
 ・ ‌�郵便番号、送付先住所、宛名（｢～様」と記すこと。）を明記し、400円（速達料金280円を含

む）分の切手を貼るとともに、両面テープ等で封ができるようにすること。
　⑶　提出先                                                                        

小学校教諭
中学校教諭� 志願者
養護教諭

〒680-8570 鳥取市東町1丁目271 鳥取県教育委員会事務局小中学校課
TEL（0857）26-7513　FAX（0857）26-8170

高等学校教諭� 志願者 〒680-8570 鳥取市東町1丁目271 鳥取県教育委員会事務局高等学校課
TEL（0857）26-7539　FAX（0857）26-0408

特別支援学校教諭�志願者 〒680-8570 鳥取市東町1丁目271 鳥取県教育委員会事務局特別支援教育課
TEL（0857）26-7514　FAX（0857）26-8101

　　　 ※‌�封筒（角形２号）の表に、「教員採用志願書在中  中学校・国語」のように試験区分､教科（科目
等）を朱書すること。なお、郵送の場合は、「特定記録」又は「簡易書留」とすること。

　　　 ※‌�提出された書類等は、受験資格を満たさない場合の返却を除いて、いかなる理由があっても返却しない。
　⑷　受験票の送付
　　　　受験票は、出願を受付後、本人宛に送付する。
　　　※平成28年７月４日（月）までに到着しない場合は、提出先に問い合わせること。

８  第一次選考試験について
　⑴　試験期日
 　　【第一日目】　　平成２８年７月１６日（土）　筆記試験、技能・実技試験、集団討議
　　　　※午前８時45分までに各試験会場へ入室すること。
　 　【第二日目】　　平成２８年７月１７日（日）　面接試験、併願志願者の技能･実技試験
　　　　※面接時間等は、各会場において第一日目の試験終了までに発表する。
　⑵　試験会場
　　　　鳥取県立鳥取湖陵高等学校　　　鳥取市湖山町北３丁目250　TEL．0857-28-0250
　　　　鳥取県立鳥取商業高等学校　　　鳥取市湖山町北２丁目401　TEL．0857-28-0156
　　　　鳥取県教育センター　　　　　　鳥取市湖山町北５丁目201　TEL．0857-28-2321
　　　　※後日送付する受験票に記載された会場で受験すること。（ ⑶  試験会場図を参照）
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　⑶　試験会場図
●ＪＲ「鳥取大学前駅」下車
　　鳥取商業高校	 徒歩約５分
　　鳥取湖陵高校	 徒歩約５分
　　教育センター	 徒歩約10分

●ＪＲ「鳥取駅」下車
　　バス（所要時間約30分）
　　鳥取商業高校「鳥商前」下車
　　鳥取湖陵高校「鳥商前」又は
　　　　　　　　「湖陵高校前」下車
　　教育センター「湖山」下車

　⑷　試験内容

　第一日目　７月16日（土）筆記試験、技能・実技試験、集団討議

試験区分 教科（科目等） 筆　記　試　験 技能 ・ 実技試験等、集団討議

小 学 校
教 諭

一 般 教 養・
教 職 教 養

（マーク方式）
国語､社会､数学､理科、
英語に関する専門試験 音楽､ 体育 集団討議

中 学 校
教 諭

国 語
社 会
数 学
理 科
音 楽
美 術
保 健 体 育
英 語

一 般 教 養・
教 職 教 養

（マーク方式）
志願する教科に関する
専門試験

国語、理科、音楽、美術、
保健体育、英語の各教科で
実施

集団討議小学校教諭との併願者は、
｢９　技能 ･ 実技試験内容
及び携行品一覧｣ 小学校教
諭の内容（音楽及び体育）を
第二日目に実施

高等学校　　　　 
教　　諭

国 語
数 学
理 科（ 地 学 ）
芸 術（ 書 道 ）
英 語
工 業（ 建 築 ）
商 業
水 産（ 海 洋 ）

一 般 教 養・
教 職 教 養

（マーク方式）

志願する教科（科目等）
に関する専門試験〔理
科については教科の共
通試験（物理 ･ 化学 ･
生物 ･ 地学の４科目）
を含む。〕

芸術（書道）、英語で実施 集団討議

特別支援
学校教諭

一 般 教 養・
教 職 教 養

（マーク方式）
特別支援教育に関する
専門試験 音楽、体育 集団討議

養護教諭
一 般 教 養・
教 職 教 養

（マーク方式）
養護に関する専門試験 養護に関する実技 集団討議

　第二日目　７月17日（日）面接試験　併願志願者の技能・実技試験

　　　注１）技能・実技試験の試験内容及び必要な携行品については、「９　技能・実技試験内容及び携行品一覧」を参照すること。
　　　注２‌�）‌「５　特別選考　Ⅰ　身体に障がいのある者を対象とした選考」の志願者以外で、水泳に関する実技について、医

師から禁止されている者又は身体的理由により受験できない者は、事前に「７　出願手続　（3）提出先」へ連絡す
ること。当日の場合は試験監督に申し出ること。
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９　技能・実技試験内容及び携行品一覧

試験区分 教 科 等 技 能 ・ 実 技 試 験 内 容 携 行 品

全 試 験
区 分

一 般 教 養
教 職 教 養

解答がマーク方式のため、黒鉛筆又
はシャープペンシル（ＨＢ又はＢに
限る）、プラスチック製の消しゴム

小 学 校
教 諭

音 楽

弾き歌い（小学校の歌唱共通教材の中に
ある、「ふじ山」、「ふるさと」の内､ど
ちらか当日指定した曲を前奏をつけてピ
アノで弾き歌う）

演奏する楽譜

体 育 水泳（平泳ぎ25メートル） 水泳着、水泳帽

中 学 校
教 諭

国 語 書写（毛筆） 毛筆（大筆・小筆）、書道用具（墨
汁可）、黒鉛筆（Ｂ又は2Ｂ）

数 学 コンパス、定規

理 科 観察又は実験に関する実技 定規（15㎝程度）

音 楽

次の⑴､⑵､⑶､⑷すべての実技
⑴‌�　ソナタ（第１楽章）又はそれと同程度

の任意の曲をピアノで演奏する｡
⑵‌�　弾き歌い（中学校の歌唱共通教材の中

から、当日指定した曲をピアノで弾き歌
う）

⑶‌�　管･弦･打（マリンバに限る）楽器のい
ずれかで任意の曲を演奏する｡

⑷‌�　和楽器（箏、三味線、篠笛、尺八に限
る）で任意の曲を演奏する。

各自が演奏する管・弦・打・和楽
器及び楽譜
・‌�マリンバ（４オクターブ）は当方

で準備する
・‌�箏については当方で準備するが持

ち込みも可とする

美 術 表現に関する実技 鉛筆素描用具一式、定規（30㎝程
度）、色鉛筆12色以上

保 健 体 育

以下の体育に関する実技
水泳、器械運動、陸上競技、球技（バレー
ボール、バスケットボールの内１種目選
択）、武道（柔道）、ダンス

運動着上下、運動靴（体育館用、屋
外用）水泳着、水泳帽、柔道着

英 語 英会話

高等学校
教 諭

芸術（書道）書道に関する実技

硯、墨（すってきてもよい）、筆（大、
中、小、仮名用）、下敷［半紙用・条幅
作品用（全紙）］、文鎮、赤サインペ
ン、黒ボールペン

英 語 英会話

商 業 電子卓上計算機

 水産（海洋） 関数電卓（ポケットコンピュータは不可）

特別支援
学 校
教 諭

小学校教諭
に 同 じ 小学校教諭に同じ 小学校教諭に同じ

養護教諭 養護に関する実技

　　※‌�中学校教諭（保健体育）の体育実技に必要な運動靴（体育館用）と試験会場用の上履きは、必ず別　　 
に準備すること。   

　　※小学校教諭との併願者は、実施する技能・実技試験等に必要な携行品を準備すること。
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11　第一次選考試験結果等の通知・公表
　⑴　平成28年８月30日（火）（予定）に通知するとともに、鳥取県教育委員会のホームページにも掲載する。
　⑵　第一次選考試験の結果通知には、受験者の各試験項目の得点を記載して通知する。
　⑶‌�　第一次選考試験において実施した各試験の平均点を、９月上旬に鳥取県教育委員会のホームページに公

表する。〔ただし、受験者数が３人未満の教科（科目等）については非公表とする。〕

12　第二次選考試験について
　　  第一次選考試験合格者に対して、第二次選考試験（面接試験等）を以下の日程で実施する。

小学校教諭､中学校教諭､特別支援学校教諭､養護教諭の受験者 ９月12日（月）～９月15日（木）
高等学校教諭の受験者 ９月16日（金）、９月17日（土）

　　　※試験内容・試験会場等の詳細については、第一次選考試験結果を通知する際に連絡する。

13　採用候補者名簿への登載等
　⑴‌�　選考試験により選考された教員採用候補者は、平成29年度鳥取県公立学校教員採用候補者名簿に登載す

る。
　⑵‌�　名簿登載については、第二次選考試験の受験者に対して平成28年10月14日（金）（予定）に通知すると

ともに､Ａ･Ｂ登載者のそれぞれの受験番号を鳥取県教育委員会のホームページに掲載する。
 Ａ登載者：平成29年度本県公立学校の教員として正式に採用
 Ｂ登載者：欠員の状況によっては教員として正式に採用

　⑶‌�　養護教諭の受験者でＡ登載者となった者の採用校種については、平成29年３月中旬に連絡する。（Ｂ  
登載者となった者で欠員の状況により教員として正式に採用となる場合も同様とする。）

　⑷‌�　小学校教諭、中学校教諭、高等学校教諭、特別支援学校教諭の受験者で、採用候補者名簿に登載された
者の内、日本国籍を有しない者は、公権力の行使又は公の意思の形成への参画に携わる職以外の職に任用
する。

　⑸‌�　平成29年度鳥取県公立学校教員採用候補者選考試験においてＢ登載者となった者は、平成30年度鳥取　
県公立学校教員採用候補者選考試験において、同じ試験区分、教科（科目等）を受験する場合に限り第一
次試験を免除する。また、第二次選考試験結果通知において不合格となった者の内「一次免除資格者」と
通知した者についても同様とする。

採用候補者名簿登載 次年度第一次試験免除

Ａ登載者 採用候補者名簿に登載し、平成29年度
本県公立学校の教員として正式に採用

Ｂ登載者 採用候補者名簿に登載し、欠員の状況
によって教員として正式に採用

平成30年度鳥取県公立学校教員採用候補者選
考試験において、同じ試験区分、教科（科目
等）を受験する場合に限り第一次試験を免除一次免除資格者 採用候補者名簿に登載しない

不合格 採用候補者名簿に登載しない

14　大学院進学希望者及び大学院修学継続希望者への特例 
　  ‌�　平成 29 年度鳥取県公立学校教員採用候補者名簿にＡ登載者となった者で、国内の大学院への進学を希望

し、又は国内の大学院での修学継続を希望する場合、第二次選考試験結果通知後、本人からの申請により、
新たな採用候補者名簿に登載する。

　　　・平成29年度に国内の大学院に進学する者
　　　　平成31年度採用候補者名簿に登載し、公立学校の教員として正式に採用
　　　・‌�平成28年度に国内の大学院（教職大学院を含む）で在学中の者
　　　　‌‌�修了予定年度により、平成30年度採用候補者名簿又は平成31年度採用候補者名簿に登載し、公立学校

の教員として正式に採用
　　　※修了予定年度に修了できなかった場合、名簿登載を取り消す。

15　その他
　⑴　出願後に改姓や連絡先等の記載事項に変更があった場合は、必ず文書で届け出ること。
　⑵‌�　平成 28 年４月１日現在における初任給（給料月額＋教職調整額＋義務教育等教員特別手当）は､ 大学新

規卒業（教諭採用）の場合には、約 213,000 円となる。このほか諸手当がある。採用までに給与改定があっ
た場合はそれによる。

　⑶　選考試験についての問い合わせ先
　　　「７　出願手続　⑶ 提出先」参照
　⑷‌�　鳥取県公立学校教員採用候補者選考試験に関するホームページ
　　鳥取県教育委員会ホームページアドレス（http://www.pref.tottori.lg.jp/dd.aspx?menuid=64015）


